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内容：
放物線や楕円のように多項式の零点集合として定まる図形を代数
多様体といいます． 一般の代数多様体は特異点という滑らかでは
ない点を持ちます． 特異点は幾何学的な情報が凝縮されたものと
して興味深いものです． 
   私は複素2次元特異点について，主に次のような問題を考えてい
ます．
 複素2次元特異点の解析的不変量に関して

 位相不変量で評価を与える，
 位相型で決定できるための条件を与える．

 与えられた位相型を実現するような特異点の中で特徴的な構造
を見出す．

   位相型は図形としての形であり，構造はさらに質感を備えたよう
なものです．複素2次元特異点の位相型は特異点解消グラフで記
述されますが，構造は多様性があり繊細で記述が難しいです．そ
のため，分かりやすい構造を具体的にとらえることは興味深い問
題です．
   対象は幾何学的ですが，代数学（可換環論）の言葉で研究して
います．
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